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【Ⅲ－２ 外来医療の機能分化 －⑥】 

⑥ 婦人科特定疾患に対する継続的な医学管理の評価 
  

第１ 基本的な考え方 

 

器質性月経困難症を有する患者に対して、継続的で質の高い医療を提

供するため、婦人科医又は産婦人科医が行う定期的な医学管理を評価す

る。 

 

第２ 具体的な内容 

 

器質性月経困難症を有する患者であって、ホルモン剤を投与している

ものに対して、婦人科医又は産婦人科医が、治療計画を作成し、継続的

な医学管理を行った場合の評価を新設する。 

 

(新)  婦人科特定疾患治療管理料   250点 

 

［算定要件］ 

（１）婦人科又は産婦人科を標榜する保険医療機関において、入院中の

患者以外の器質性月経困難症の患者であって、ホルモン剤（器質性

月経困難症に対して投与されたものに限る。）を投与している患者

に対して、婦人科又は産婦人科を担当する医師が、患者の同意を得

て、計画的な医学管理を継続して行い、かつ、療養上必要な指導を

行った場合に、３月に１回に限り算定すること。 

（２）区分番号Ａ０００に掲げる初診料を算定する初診の日に行った指

導又は当該初診の日から１月以内に行った指導の費用は、初診料に

含まれるものとする。 

（３）治療計画を作成し、患者等に説明して同意を得るとともに、毎回

の指導内容の要点を診療録に記載すること。 

（４）治療計画の策定に当たっては、患者の病態、社会的要因、薬物療

法の副作用や合併症のリスク等を考慮すること。 

（５）器質性月経困難症の治療に当たっては、関連学会等から示されて

いるガイドラインを踏まえ、薬物療法等の治療方針について適切に

検討すること。 

 

［施設基準］  

（１）当該保険医療機関内に婦人科疾患の診療を行うにつき十分な経験

を有する常勤の医師が１名以上配置されていること。 
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（２）（１）に掲げる医師は、器質性月経困難症の治療に係る適切な研

修を修了していること。ただし、研修を受講していない場合にあっ

ては、令和２年９月30日までに受講予定であれば、差し支えないも

のとする。なお、ここでいう適切な研修とは次のものをいうこと。 

ア 国及び医療関係団体等が主催する研修であること。 

イ 器質性月経困難症の病態、診断、治療及び予防の内容が含まれ

るものであること。 

（３）当該管理料の施設基準に係る届出は、様式●を用いること。 

 

 


